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新
春
を
寿
ぎ
謹
ん
で
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

畏
く
も
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ

ら
れ
ま
し
て
は
、愈
々
お
健
や
か
に
て
日
々

ご
公
務
に
ご
精
励
遊
ば
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
事
は
、
誠
に
慶
賀
の
極
み
に
存
じ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
県
内
各
神
社
及
び
神

職
・
総
代
・
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
御
隆
昌
、

御
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
神
社
総
代
会
の
諸
施
策
に
深
い
ご
理
解
と
、
格
別
の
ご
協
力
賜
り
ま
し

た
事
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
四
月
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
現
在
も
数
多
く
の
神
社
と
、
氏
子
崇
敬
者
の

暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
が
、
心
な
ら
ず
も
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
我
が
国
は
人
口
の
大
都
市
集
中
と
地
方
の
過
疎
化
、
さ
ら
に
は
少

子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
、
社
会
環
境
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
共
同
体
意
識
の
希
薄
化
が
目
立
つ
な
ど
の
指
摘
も
あ
り
、
そ
の
再
生

の
為
に
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
神
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
洵

に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
す
と
共
に
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
護
り
伝

え
る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
は
今
後
と
も
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
県
内
各
神
社
の
益
々
の
ご
繁
栄
、
関
係
各
位
の
御
健
勝
を
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
九
丁
酉
歳
・
新
し
き
年
を
迎

え
謹
ん
で
言
寿
ぎ
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皇
室
の
ご
安
寧
、
日
本
の
安
全
、
世
界

の
平
和
と
皆
様
の
ご
清
祥
を
お
祈
り
申
上

げ
ま
す
。

　

長
野
県
下
各
地
に
鎮
ま
り
ま
す
天
神
地

祇
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
今
年
も
各
地
域

を
お
護
り
下
さ
い
ま
す
様
、
心
か
ら
祈
願

申
し
ま
す
。

　

昨
年
は
長
野
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
大
会
を
行
い
神
社
庁
の
歴
史
に
意
義

あ
る
足
蹟
を
遺
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
更
な
る
発
展
と
向
上
を
目
指

し
、
役
員
一
丸
と
な
っ
て
継
続
事
業
の
活
性
化
と
新
規
事
業
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
新
規
事
業
と
し
て
庁
舎
並
研
修
道
場
氏
子
会
館
の
全
面
改
築
の
た
め
の
建

設
振
興
会
の
設
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
庁
舎
は
先
人
達
の
情
熱
と

労
苦
に
依
り
昭
和
三
十
三
年
に
造
ら
れ
、
そ
の
後
氏
子
会
館
の
増
設
・
各
所
の
増
改

築
補
修
工
事
を
繰
返
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
耐
震
性
・
老
朽
化
・
時
代
の
変
化

に
依
る
利
便
性
等
の
諸
問
題
が
起
り
、
こ
れ
以
上
の
改
修
補
強
は
浪
費
の
危
惧
を
禁

じ
得
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
神
宮
式
年
遷
宮
の
次
期
募
財
が
十
年
後
に
は
始

ま
り
ま
す
の
で
、
こ
の
十
年
間
が
良
い
機
会
と
思
い
建
設
振
興
会
を
発
足
し
、
神
社・

神
職
・
総
代
・
関
係
者
が
会
員
と
な
り
先
ず
資
金
を
積
立
て
、
理
想
に
叶
っ
た
庁
舎

並
研
修
道
場
氏
子
会
館
建
設
に
向
け
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
念
じ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
諸
事
情
を
抱
え
る
中
、
経
済
的
御
負
担
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
御
協
力
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
佳
き
年
で
あ
り
ま
す
様
、
お
祈
り
申
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
頭
の
御
挨
拶

長
野
県
神
社
総
代
会
　
会
長　

藤
村
　
吉
彦

年
頭
の
辞

長
野
県
神
社
庁
　
庁
長
　
宇
治
橋
　
淳
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◇
は
じ
め
に

　

長
野
市
の
東
端
、
須
坂
市
と
隣
接
す
る
柳
原
地

区
の
商
業
施
設
に
隠
れ
る
よ
う
に
神
武
天
皇
遙
拝

所
が
あ
る
。
二
間
ほ
ど
の
遙
拝
所
拝
殿
は
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
場
所
に
は
、
万

葉
歌
碑
や
戦
後
小
学
校
か
ら
移
設
さ
れ
た
大
正
十

年
建
立
の
忠
魂
碑
が
あ
る
。

　

現
在
で
も
四
月
三
日
の
中
俣
神
社
（
長
沼
忠
行

宮
司
）
例
祭
日
に
は
、
神
職
・
役
員
に
よ
っ
て
神

武
天
皇
祭
に
合
わ
せ
神
武
天
皇
陵
へ
の
遙
拝
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
建
物
は
明
治
天
皇
の
長
野
御
巡
幸
に
期
に

建
設
さ
れ
た
。
当
時
の
明
治
天
皇
巡
幸
は
ど
の
よ

う
な
様
子
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
御
巡
幸

が
な
か
っ
た
こ
の
地
区
に
遙
拝
所
が
建
設
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま
で
遥
拝
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

◇
明
治
天
皇
御
巡
幸

　

明
治
十
一
年
、
北
陸
・
東
海
道
地
方
へ
の
御
巡

幸
が
行
わ
れ
た
。こ
の
時
の
巡
幸
路
は
浦
和
、熊
谷
、

高
崎
、
追
分
と
中
山
道
を
通
り
、
小
諸
か
ら
北
國

街
道
を
通
り
、
長
野
、
高
田
、
柏
崎
、
新
潟
、
糸

魚
川
、
富
山
、
金
沢
、
福
井
、
滋
賀
県
草
津
、
京
都
、

岐
阜
、
名
古
屋
、
静
岡
、
小
田
原
か
ら
東
京
へ
帰

る
七
十
二
日
間
の
行
程
で
あ
っ
た
。

　

御
巡
幸
の
供
奉
員
は
、「
右
大
臣
岩
倉
具
視
以
下
、

大
蔵
卿
大
隈
重
信
、
内
務
大
書
記
官
品
川
弥
次
郎
、

大
警
視
川
路
利
良
、
陸
軍
少
輔
大
山
巌
、
宮
内
大

書
記
官
山
岡
鉄
舟
を
は
じ
め
八
百
三
十
九
名
に
、

人
足
は
千
名
以
上
、馬
は
百
十
三
匹
」（『
長
野
市
史
』

大
正
十
四
年
長
野
市
役
所
刊
）
に
及
ん
だ
そ
う
だ
。

◇
当
時
の
長
野
市

　

善
光
寺
を
有
す
る
長
野
市
は
当
時
長
野
県
随
一

の
繁
華
街
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
四
年
に
松
代

藩
知
事
返
上
が
あ
り
、
善
光
寺
領
を
管
轄
し
て
い

た
中
野
県
が
県
庁
の
焼
き
討
ち
の
後
、
政
情
が
落

ち
着
か
な
い
中
野
を
離
れ
、
流
通
、
情
報
が
届
き

や
す
い
長
野
の
西
方
寺
に
移
転
し
た
。
そ
の
ま
ま

長
野
県
と
な
り
、
長
野
県
庁
が
で
き
る
。

　
「
長
野
村
」
と
い
う
実
体
は
江
戸
時
代
に
は
す
で

に
形
骸
化
し
て
い
て
行
政
上
の
区
分
の
み
が
残
っ

て
い
た
。
宿
場
町
で
あ
り
伝
馬
町
で
あ
る
善
光
寺

町
を
形
成
し
た
八
町
の
各
庄
屋
が
運
営
を
し
て
い

た
。
明
治
五
年
に
中
野
県
庁
が
移
転
す
る
こ
ろ
、

長
野
村
の
概
念
が
再
認
識
さ
れ
て
、
長
野
市
の
も

と
に
な
る
長
野
町
の
名
前
が
作
ら
れ
た
。
善
光
寺

領
、
松
代
藩
領
、
越
後
の
椎
谷
藩
領
と
細
分
化
さ

れ
た
こ
の
地
で
あ
っ
た
が
、
経
済
圏
や
祭
礼
行
事

な
ど
で
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
長
野
町
へ

の
移
行
は
比
較
的
容
易
に
行
わ
れ
た
。

◇
長
野
市
の
御
巡
幸
の
様
子

　

九
月
八
日
、
丹
波
島
の
渡
し
に
は
出
迎
え
の

人
々
が
、「
雲
霞
」（『
信
濃
御
巡
幸
録
』
昭
和
八
年
）

の
ご
と
く
集
ま
っ
た
。
県
庁
に
至
る
二
キ
ロ
の
道

の
人
並
み
は
「
山
を
も
崩
す
勢
い
」（
同
）
で
あ
っ

た
。
渡
し
で
お
迎
え
す
る
長
野
師
範
学
校
の
生
徒

は
初
め
て
の
洋
装
に
靴
を
履
か
さ
れ
、
一
拝
を
す

る
練
習
は
一
か

月
に
及
ん
だ
と

い
う
。
槍
に
マ

ン
ト
を
羽
織
っ

た
二
列
の
騎
兵

に
菊
の
御
紋

章
の
天
皇
旗
が

続
き
、
朱
塗
り

の
御
料
車
は
栗

毛
の
ア
ラ
ビ
ア

産
馬
二
頭
が
ひ

き
、
馬
車
、
騎

馬
、
人
力
車
の

官
僚
、
徒
歩
の

警
視
と
巡
査
、

人
夫
千
人
が
運

特 

集

　皇
室
と
信
州
　〜
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
〜

特 

集

　皇
室
と
信
州
　〜
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
〜

北陸道御巡行圖『信濃御巡幸録』

明
治
天
皇
長
野
御
巡
幸
と
神
武
天
皇
遙
拝
所

編
集
委
員
　
齋
藤
英
之
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　「
神
武
天
皇
遙
拝
所

　
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
年
）
八
月
故
寺
田
久

連
松
氏
が
発
願
し
所
有
の
敷
地
を
献
じ
て
設
立
を

み
た
。

　
こ
の
遙
拝
所
の
地
は
中
俣
城
址
の
西
に
あ
っ
て

中
俣
勝
善
寺（
現
須
坂
市
勝
善
寺
）の
寺
跡
で
あ
る
。

　
氏
は
か
し
こ
く
も
明
治
天
皇
の
北
陸
御
巡
幸
の

大
御
心
に
感
激
し
て
、
維
新
の
御
恩
澤
身
を
粉
に

し
て
も
報
う
ぜ
ん
と
旧
跡
の
高
傑
な
清
浄
の
地
に

一
村
有
志
同
盟
に
て
神
武
天
皇
陵
の
遙
拝
所
を
設

け
よ
う
と
十
二
月
二
十
四
日
に
願
い
そ
の
宮
の（
社

寺
係
山
崎
山
人
氏
）
恵
諭
を
蒙
り
明
治
十
二
年
己

卯
年
一
月
十
日
の
集
会
に
八
十
余
人
協
和
に
て
普

請
世
話
人
に
会
津
文
治
郎
、
辰
野
仲
右
衛
門
、
大

和
栄
十
郎
、
小
林
源
右
衛
門
の
四
氏
を
挙
げ
、
同

二
十
日
請
願
す
。
官
長
（
長
野
県
令
楢
崎
寛
直
公
）

こ
れ
を
許
可
せ
ん
と
庁
第
二
十
三
号
に
て
内
務
省

へ
御
稟
議
、
済
二
月
五
日
御
指
令
に
て
十
日
到
着

す
。

　
本
日
吉
辰
に
て
手
斧
始
め
、
一
同
満
願
悦
び
土

木
の
営
み
を
励
み
、
十
二
月
二
十
日
地
鎮
祭
、
四

月
三
日
に
落
成
祭
、
寄
進
も
の
前
夜
、
奉
灯
、
里

神
楽
執
行
す
る
。
以
後
村
人
は
四
月
三
日
は
神
武

天
皇
祭
（
春
祭
）
と
し
て
村
民
挙
っ
て
、
一
日
の

業
を
休
み
里
神
楽
を
奉
祀
し
て
き
て
い
る
。」

ぶ
百
棹
の
荷
物
な
ど
、
列
の
通
過
に
は
数
時
間
を

要
し
た
。
善
光
寺
大
勧
進
が
行
在
所
と
な
り
、
九

月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
滞
在
し
た
。
一
行
は
善
光

寺
院
坊
か
ら
大
門
町
間
で
五
十
八
ケ
所
に
分
宿
し

た
。
近
郷
近
在
か
ら
は
善
光
寺
参
り
を
兼
ね
て
孫

娘
を
連
れ
立
っ
た
人
々
が
三
日
前
か
ら
善
光
寺
町

の
旅
籠
に
泊
ま
り
満
室
、
二
階
以
上
に
は
失
礼
の

な
い
よ
う
に
目
張
り
を
し
た
。
北
國
街
道
は
石
一

つ
な
い
ほ
ど
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
、
若
槻
で
は
巡

査
よ
り
御
維
新
後
に
土
下
座
は
失
礼
だ
と
立
礼
を

求
め
ら
れ
た
。
一
生
に
一
度
の
事
だ
と
玉
顔
を
拝

そ
う
と
し
た
人
々
も
、
顔
を
上
げ
れ
ば
す
で
に
御

料
車
が
過
ぎ
た
後
だ
っ
た
。
田
子
で
は
蛙
が
池
に

飛
び
込
む
と
鹵ろ

ぼ簿
の
列
を
驚
か
せ
る
と
、
清
水
の

周
り
に
木
綿
を
張
っ
た
と
い
う
。

◇
城
山
で
天
覧

　

翌
九
日
、明
治
天
皇
は
、県
庁
を
巡
覧
、勧
業
場
、

製
糸
場
に
御
臨
幸
、
師
範
学
校
で
天
覧
授
業
が
あ

り
、
裁
判
所
を
御
訪
問
さ
れ
た
。
午
後
に
な
り
行

在
所
を
出
御
さ
れ
て
、
城
山
に
御
臨
幸
さ
れ
た
。

城
山
は
長
野
県
神
社
庁
の
旧
住
所
名
で
あ
る
。
城

山
の
仮
宮
に
て
善
光
寺
平
を
眺
望
さ
れ
、
こ
の
時

に
「
佳か
き
ょ
う郷
」
と
仰
せ
に
な
ら
れ
た
。
城
山
は
こ
の

世
を
統
べ
る
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
よ
り
「
国
褒
め
」
の

お
言
葉
を
賜
っ
た
寿
ぎ
山
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
高
台
に
お
上
り
に
な
ら
れ
た
天
皇
の
た
め

に
、
長
野
町
民
と
、
長
野
の
近
隣
の
村
の
者
が
拠

出
し
て
、
天
皇
奉
戴
の
気
持
ち
を
表
す
た
め
、
色

鮮
や
か
な
色
花
火
を
打
ち
上
げ
た
。（『
長
野
市
史
』

第
五
巻
歴
史
編
近
代
二　

平
成
九
年
）

◇
神
武
天
皇
遙
拝
所
建
設

　

明
治
十
一
年
八
月
、
寺
田
久
連
松
は
県
令
に
神

武
天
皇
遙
拝
所
の
建
設
を
申
し
出
た
。
中
俣
の
神

武
天
皇
遙
拝
所
の
由
緒
書
に
は
こ
う
あ
る
。

　

一
月
十
日
に
請
願
を
し
て
二
月
十
日
に
は
内

務
省
よ
り
決
済
が
下
り
て
い
る
。
久
連
松
は
感

激
を
後
世
に
残
す
と
し
て
自
分
の
土
地
を
差
し

出
し
、
明
治
十
三
年
四
月
三
日
に
神
武
天
皇
遙

拝
所
は
竣
工
し
た
。
で
は
久
連
松
が
遙
拝
所
と

し
て
献
じ
た
中
俣
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

◇
中
俣
の
地

　

寺
田
久
連
松
は

明
治
十
二
年
二
月

五
日
、
建
設
許
可

が
内
務
省
で
決
済

さ
れ
た
日
に
、
同

じ
土
地
に
万
葉
歌

碑
を
建
立
し
て
い

る
。

　

碑
に
は
『
万
葉

集
』
巻
第
十
四
信

濃
相
聞
歌

（
中
麻
奈
の
岸
辺
に
浮
い
て
い
る
舟
が
漕
ぎ
出
し

た
ら
、
二
度
と
あ
の
方
に
お
あ
い
で
き
な
い
。
今

日
だ
け
で
も
お
逢
い
し
な
く
て
は
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
、

伊
勢
神
宮
御お
ん
し師
荒あ
ら
き
だ
木
田
久ひ
さ

老お
ゆ

（
拙
書
『
瑞
垣
』
平

成
二
十
八
年
初
夏
号
「
長
野
市
寛
慶
寺
の
荒
木
田

２間ほどの社殿はきれいに保たれている

「
な
か
ま
な
に
　
浮
き
お
る
舟
の
こ
ぎ
で
な
ば
　
あ

う
こ
と
か
た
し
　
き
ょ
う
に
し
あ
ら
ず
は
」
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攝
政
宮
行
啓
址
（
登
攀
道
入
口
か
ら
す
ぐ
）

正
二
位
勲
一
等
子
爵
　
清
浦
奎
吾
題

攝
政
宮
殿
下
御
登
臨
之
處
（
御
野
立
所
）

正
四
位
勲
二
等
香
坂
昌
康
謹
書

　

こ
れ
ら
の
碑
は
、
大
正
十
二
年
八
月
二
十
日
の

裕
仁
皇
太
子
殿
下
閼あ
か
る
さ
ん

伽
流
山
登と
は
ん攀
を
記
念
し
て
建

立
さ
れ
た
。
こ
の
御
事
蹟
に
つ
い
て
報
じ
た
当
時

の
「
信
濃
佐
久
新
聞
」
の
記
事
が
、
佐
久
市
立
図

久
任
追
悼
碑
に
つ
い
て
」
参
照
）
が
『
信
濃
漫
録
』

に
「
こ
の
中
麻
奈
は
上
水
内
郡
中
俣
な
ら
む
」
と

し
た
こ
と
か
ら
、
中
麻
奈
の
証
歌
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
碑
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
「
寺
田
久
連
松　

天
保
六
年
～
明
治
四
十
三
年　

万
葉
集
の
研
究
を

深
く
し
自
ら
中
麻
奈
庵
象
悦
と
称
し
和
歌
の
道
に

励
ん
だ
。
上
水
内
、
更
級
両
郡
の
書
記
を
歴
任
し

柳
原
戸
長
を
つ
と
め
る
」
と
あ
る
。
万
葉
集
の
研

究
者
で
あ
り
中
麻
奈
庵
と
称
す
久
連
松
は
、
こ
の

地
の
戸
長
で
も
あ
り
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

◇
お
わ
り
に

　

御
巡
幸
は
各
地
で
教
育
や
殖
産
を
奨
励
さ
れ
、

文
明
と
文
化
の
発
展
を
励
ま
さ
れ
た
。
民
衆
は
熱

気
を
も
っ
て
近
代
洋
装
の
御
巡
幸
を
歓
呼
で
迎

え
、
御
巡
幸
の
列
に
只
頭
を
垂
れ
、
竜
顔
は
拝
せ

ず
と
い
え
ど
も
、
満
足
し
て
道
の
石
を
拾
っ
て

帰
っ
た
。
久
連
松
は
後
世
に
こ
の
感
動
を
伝
え
よ

う
と
、
自
分
の
土
地
を
投
げ
打
っ
て
遙
拝
所
を
建

設
し
た
。
そ
の
建
設
地
は
万
葉
集
の
伝
承
す
る「
な

か
ま
な
」
の
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
中

俣
神
社
の
例
祭
日
も
四
月
三
日
に
移
動
し
た
と
い

う
。
現
在
も
久
連
松
の
感
動
と
熱
意
が
こ
の
地
に

息
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。

　

天
皇
と
国
民
の
関
係
は
、
ま
さ
に
神
話
の
み
に

あ
ら
ず
し
て
、
終
始
相
互
の
信
頼
と
敬
愛
と
に
依

り
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

佐
久
市
香
坂
　
攝
政
宮
　
閼あ
か
る
さ
ん

伽
流
山
行
啓
記
念
碑
に
つ
い
て

編
集
委
員
　
井
出
行
則

書
館
に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
れ
を
要
約
し
て
ど

ん
な
状
況
で
あ
っ
た
か
記
す
こ
と
と
す
る
。

　

八
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
軽
井
沢
（
大

正
十
二
年
東
長
倉
村
か
ら
軽
井
沢
町
と
な
る
）
に

滞
在
さ
れ
る
攝
政
宮
殿
下
の
御
日
割
が
発
表
さ
れ

（
ご
予
定
は
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
で
あ
っ

た
が
実
際
の
ご
滞
在
は
十
七
日
よ
り
二
十
五
日
）、

閼
伽
流
山
行
啓
が
決
定
と
な
る
と
、
地
元
郡
町
村

で
は
開
闢
以
来
の
光
栄
と
奉
送
迎
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
っ
た
。
記
事
の
日
付
に
従
い
み
て
ゆ
く
。

　

御
召
自
動
車
御
通
過
沿
道
の
町
村
民
悪
疫
防
止

の
ワ
ク
チ
ン
注
射
実
施
（
七
月
十
九
日
付
）

　

奉
送
迎
心
得
通
達
（
七
月
二
十
九
日
付
）
三
井

小
学
校
全
生
徒
四
百
五
十
名
の
三
日
間
に
亘
る
閼

伽
流
山
御
道
筋
の
手
入
れ
（
八
月
七
日
付
）

　

奉
送
迎
注
意
通
達
（
八
月
九
日
付
）

　

県
郡
町
村
の
献
上
品
の
決
定
（
県
は
ワ
イ
シ
ャ

ツ
と
縮
緬
、
小
諸
町
は
彫
刻
石
、
南
佐
久
郡
は
鯉
、

同
郡
大
沢
村
は
繭　

日
付
は
異
な
る
）

　

い
よ
い
よ
晴
れ
の
日
を
迎
え
た
地
元
三
井
村
に

は
、
午
前
七
時
頃
摂
政
宮
殿
下
よ
り
有
難
い
御
使

の
自
動
車
が
到
着
す
る
。
そ
れ
は
、
殿
下
御
下
山

の
道
筋
七
丁
目
で
行
わ
れ
て
い
た
個
人
所
有
の
山

林
伐
採
を
と
り
や
め
る
よ
う
沙
汰
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
ア
ル
プ
ス
が
よ
り
良
く
御
覧
に
な

れ
る
よ
う
に
と
進
め
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
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お
よ
ば
ぬ
と
の
殿
下
の
お
気
持
ち
が
し
の
ば
れ
る

記
事
で
あ
る
（
八
月
二
十
一
日
付
）

　

当
日
の
御
順
路
は
、
軽
井
沢
大
隅
候
別
邸
よ
り
、

御
代
田
、
岩
村
田
、
三
井
村
で
あ
っ
た
。

　

各
村
の
出
入
り
口
に
大
国
旗
、
各
戸
に
国
旗
が

掲
げ
ら
れ
、
御
車
が
確
認
さ
れ
る
と
一
斉
に
君
が

代
吹
奏
、
殿
下
に
は
御
会
釈
を
賜
わ
り
つ
つ
、
午

前
十
時
過
に
明
泉
寺
参
道
に
御
到
着
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
白
絹
の
背
広
、
洋
杖
の
御
姿
に
て
御
下
車
、

御
徒
歩
に
て
登
攀
、
諸
方
に
カ
メ
ラ
を
向
け
ら
れ
、

東
宮
職
に
お
声
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
お
く
つ
ろ
ぎ

の
ご
様
子
、
山
頂
御
野
立
に
て
佐
久
一
円
の
眺
望

を
御
覧
に
な
ら
れ
た
。

　

御
下
山
の
途
中
胎
内
く
ぐ
り
、
七
丁
目
に
て
日

本
ア
ル
プ
ス
を
御
覧
に
な
ら
れ
、
御
弟
君
秩
父
宮

と
の
ア
ル
プ
ス
登
攀
を
偲
ば
れ
、
御
喜
び
つ
つ
御

下
山
さ
れ
、
十
二
時
自
動
車
に
て
御
帰
還
と
な
っ

て
い
る
。（
八
月
二
十
一
日
付
）

閼
伽
流
山
行
啓
で
、
岩
村
田
町
御
通
過
の
際
、
謹
写
さ
れ
た

攝
政
宮
殿
下
の
御
姿

　

そ
の
後
、
殿
下
に
は
小
諸
城
址
御
成
、
御
乗
馬

な
ど
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
る
が
八
月
二
十
五
日
加

藤
友
三
郎
首
相
逝
去
に
よ
り
、
臨
時
首
相
親
任
の

為
予
定
を
変
更
し
御
帰
京
に
な
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
大
正
十
年
頃
の
裕
仁
皇
太
子
殿
下
の
御

年
譜
を
記
す
と
、
大
正
十
年
三
月
三
日
か
ら
九
月

三
日
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
御
訪
問
、
大
正
十
年
十
一

月
二
十
五
日
摂
政
に
御
就
任　

大
正
十
三
年
一
月

二
十
六
日
良
子
女
王
と
御
結
婚
と
な
る
、
大
正

十
二
年
の
御
訪
軽
時
御
年
齢
二
十
二
才
の
若
き
皇

太
子
殿
下
の
行
啓
に
よ
っ
て
佐
久
の
地
に
清
風
が

も
た
ら
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
の
だ

が
、
当
時
我
が
国
は
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
諸
条
約

に
よ
り
大
変
厳
し
い
国
際
関
係
の
只
中
に
あ
り
、

国
内
に
あ
っ
て
は
行
啓
直
後
の
九
月
一
日
に
関
東

大
震
災
と
い
わ
れ
る
大
地
震
が
お
こ
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
佐
久
香
坂
の
閼
伽
流
山
が
何
故
行
啓
地

と
し
て
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
れ
に
は
明
泉
寺
横
山

義
光
住
職
の
奮
闘
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
代
よ
り
道
路
整
備
、
広
報
活
動
を
す

す
め
大
正
に
な
る
と
奇
勝
地
と
し
て
天
下
に
知
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
、
行
啓
前
に
は
北
白
川
宮
大
妃
、

北
白
川
宮
、
朝
香
宮
が
御
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

　

登
攀
口
か
ら
す
ぐ
の
大
き
な
、
攝
政
宮
行
啓
址

の
碑
は
、
大
正
十
三
年
十
一
月
に
首
相
退
陣
後
の

清
浦
奎
吾
子
爵
が
当
地
を
訪
れ
た
際
に
揮
毫
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
碑
近
く
に
住
む
老
人
に
よ
る

と
、
県
が
建
立
し
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
横
山
住

職
が
碑
建
立
の
協
賛
会
を
立
ち
上
げ
た
記
事
が
あ

る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
運
動
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

現
在
、
こ
の
碑
と
横
に
一
段
下
が
っ
て
建
つ
忠

魂
慰
靈
塔
の
管
理
は
明
泉
寺
中
島
義
照
住
職
が

行
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
閼
伽
流
山
へ
登
り
、
御
野
立
所
か
ら
眺

め
る
と
、
誠
に
雄
大
で
愛
ら
し
い
景
色
が
広
が
っ

て
い
る
。

　

十
丁
目
に
は
、
観
音
堂
、
鐘
楼
、
百
体
観
音
像
、

客
殿
が
絶
壁
の
下
に
あ
り
、
客
殿
の
ノ
ー
ト
を
見

る
と
国
内
外
か
ら
訪
ね
る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か

り
、
皆
す
ば

ら
し
か
っ
た
、

ワ
ン
ダ
フ
ル

と
賛
辞
の
言

葉
を
残
し
て

い
る
。

　

健
脚
な
ら

ば
四
十
分
で

登
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、

足
元
に
気
を

つ
け
て
、
ぜ

ひ
と
も
大
勢

の
人
に
訪
れ

て
御
事
蹟
を

偲
ん
で
頂
き

た
い
と
願
う

次
第
で
あ
る
。

御野立所からの眺め
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長
野
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
大
会

　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
安
曇
野
市
穂
高

会
館
に
て
、
長
野
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記

念
「
第
七
十
一
回
長
野
県
神
社
庁
・
長
野
県
神
社

総
代
会
連
合
大
会
」
が
県
下
各
地
よ
り
神
職
総
代

八
〇
一
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
第
一
部
と
し
て
『
穂

高
太
鼓
』
の
皆
様
に
清
興

と
し
て
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
頂
い
た
後
は
、

毎
年
夏
期
に
開
催
し
て
い

る
県
内
雅
楽
研
修
会
が
本

年
で
三
十
周
年
記
念
を
迎

え
る
事
か
ら
毎
回
雅
楽
研

修
会
講
師
と
し
て
御
来
県

頂
い
て
お
り
ま
す
元
宮
内

庁
式
部
職
楽
部
首
席
楽
長

の
上
明
彦
先
生
・
豊
英
秋

先
生
・
大
窪
永
夫
先
生
に

本
大
会
の
為
に
再
び
御
来

県
頂
き
、
雅
楽
研
修
会
受

講
生
有
志
を
加
え
て
の
記

念
演
奏
会
を
実
施
し
、
研

修
受
講
の
成
果
を
大
い
に

御
披
露
頂
き
ま
し
た
。

　

続
く
第
二
部
で
は
、
御

来
賓
に
神
社
本
庁
統
理

（
代
理
・
吉
川
通
泰
常
務

理
事
）、神
宮
大
宮
司
（
代

理
・
相
見
和
紀
神
宮
禰

宜
）、
國
學
院
大

學
学
長
（
代
理
・

大
村
秀
司
常
務
理

事
）、
安
曇
野
市

長
（
代
理
・
村
上

広
志
副
市
長
）
の

皆
様
を
お
迎
え
し

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
の
連

合
大
会
は
昭
和

二
十
一
年
に
長
野

県
神
社
庁
が
設
立

さ
れ
て
よ
り
七
十

年
目
の
大
会
で
あ

り
、
例
年
の
功
績

表
彰
に
加
え
、
こ

れ
ま
で
県
内
神
社

界
に
貢
献
さ
れ
た

多
く
の
方
々
を
表

彰
し
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
の
最
後
に
本
年
度
の
大
会
宣
言
と

し
て
「
長
野
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
り
、
誓
っ
て
斯
道
の
興
隆
を
図
る

と
と
も
に
、
神
宮
大
麻
の
更
な
る
頒
布
向
上
に
、

邁
進
努
力
す
る
」
旨
を
大
会
出
席
者
全
員
の
賛
同

を
得
て
決
議
の
後
、
前
神
社
庁
長
の
藤
井
茂
信
顧

問
先
導
の
万
歳
奉
唱
に
て
大
会
の
幕
が
下
ろ
さ
れ

ま
し
た
。

清興「穂高太鼓」

雅楽演奏会　合奏
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神
社
庁
雅
楽
講
師

　保
尊

　勉

県
内
雅
楽
研
修
会
三
十
年
記
念
演
奏
会

講師の先生方

舞楽「納曽利」

舞楽「蘭陵王」

　

十
月
二
十
六
日
、

神
社
庁
設
立
七
十

周
年
記
念
に
県
内

雅
楽
研
修
会
三
十

年
記
念
と
し
て
雅

楽
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
演
奏
会
は
永

年
御
指
導
頂
い
て

い
ま
す
元
宮
内
庁

式
部
職
楽
部
首
席

楽
長
の
上
明
彦
先

生
・
豊
英
秋
先
生
・

大
窪
永
夫
先
生
に

御
参
加
頂
き
、
諏
訪
雅
楽
会
・
伊
那
雅
楽
会
・
信

濃
雅
楽
会
・
長
野
雅
楽
会
の
有
志
等
計
三
十
四
人

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
雅
楽
研
修
会
は
、
元
々
県
内
雅
楽
講
師

よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
昭
和
六
十
一
年

よ
り
神
社
界
に
祭
典
楽
の
必
要
性
と
高
い
水
準
で

の
雅
楽
普
及
の
要
望
か
ら
、
宮
内
庁
楽
師
に
講
師

を
お
願
い
し
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
以
来
本
年

ま
で
の
三
十
年
間
で
笙
・
篳
篥
・
龍
笛
を
延
べ

九
百
人
超
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

神
職
の
受
講
者
は
、
祭
典
の
間
を
縫
っ
て
積
極

的
に
参
加
し
、
一
般
参
加
者
も
大
勢
参
加
し
ま
し

た
。
十
年
・
二
十
年
目
の
節
目
の
年
に
は
研
修
日

を
延
長
す
る
な
ど
一
層
の
演
奏
技
術
の
向
上
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
三
十
年
目
に
当
た
る
今
回
は

雅
楽
の
知
識
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
ま
た
永
年
に
わ
た
る
先
生
方
の
熱
心
な

御
指
導
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
、
三
年
前
よ

り
計
画
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
十
数
年
来
、
県
内
各
地
で
雅
楽
習
得
へ
の

意
欲
が
高
ま
り
、
雅
楽
愛
好
会
が
次
々
と
誕
生
し

て
い
る
中
で
、

講
師
の
三
先
生

方
と
の
共
同
演

奏
は
私
た
ち
の

夢
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
研

修
会
を
主
催
し

て
き
た
神
社
庁

へ
実
施
を
相
談

し
、
こ
の
七
十

周
年
記
念
大
会

の
講
演
会
に
雅

楽
演
奏
を
当
て

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

演
奏
者
各
々

に
は
技
能
の
差

が
あ
る
こ
と
か

ら
楽
器
ご
と
に

練
習
日
を
設
け

各
先
生
の
都
合

に
合
わ
せ
て
稽

古
を
付
け
て
頂

き
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

公
演
で
は
先

ず
大
窪
先
生
に
雅
楽
の
歴
史
や
楽
器
の
紹
介
を
御

講
話
頂
き
ま
し
た
。
演
奏
は
「
平
調
音
取
」
に
始

ま
り
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
「
越
殿
楽
」、
独
特

な
拍
子
の
「
陪
臚
」
を
管
絃
と
い
う
古
代
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
い
わ
れ
る
楽
器
編
成
で
、
休
憩
を
挟

み
舞
楽
「
蘭
陵
王
」
と
「
納
曽
利
」
を
披
露
し
終

了
し
ま
し
た
。

　

演
奏
者
は
「
八
百
人
を
超
え
る
聴
衆
で
の
演
奏

は
初
め
て
で
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
喜
び
、

会
場
か
ら
は
「
こ
ん
な
大
勢
で
の
雅
楽
は
迫
力
が

違
う
」
と
の
声
が
聴
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
雅
楽
研
修
会
が
神
社
庁
の
事
業
と
し
て

継
続
し
、
雅
楽
の
向
上
が
斯
界
興
隆
に
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
と
信
じ
、
演
奏
会
実
施
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
御
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
に

は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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八
月
十
七・
十
八
日
、
木
曽
御
嶽
山
麓
で
開
催

さ
れ
た
教
養
研
修
会
に
二
十
九
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
神
社
本
庁
渉
外
部
長
小
間
澤
肇
氏

の
時
局
対
策
に
関
す
る
講
話
、
御
嶽
神
社
（
黒
沢
）

武
居
哲
也
宮
司
に
よ
る
御
嶽
信
仰
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
六
年
の
御
嶽
山
登
拝

研
修
で
も
講
師
を
勤
め
て
い
た
だ
い
た
、
御
嶽
神

社
（
王
滝
）
大
家
幸
雄
責
任
役
員
と
、
立
ち
入
り

禁
止
区
域
ぎ
り
ぎ
り
（
当
時
、
後
に
八
合
目
の
上

ま
で
解
除
）
の
七
合
目
・
田
ノ
原
遙
拝
所
を
訪
れ
、

噴
火
後
の
様
子
な
ど
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
噴
火
前

な
ら
参
拝
者
、
登
山
客
で
満
車
と
な
る
駐
車
場
も

ガ
ラ
ガ
ラ
で
あ
り
、
早
い
復
興
を
望
む
地
域
の

人
々
の
切
実
な
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
庁
錬
成
行
事
保
科
正
広
助
彦
を
講

師
に
、
新
滝
・
清
滝
と
二
箇
所
で
禊
を
実
施
し
ま

し
た
。
滝
行
は
初
め
て
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、

得
が
た
い
経
験
が
出
来
た
二
日
間
で
あ
っ
た
と
好

評
を
得
ま
し
た
。

　

七
月
十
二・
十
三
日
に
深
志
神
社
に
於
い
て
雅

楽
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
通
り
元
宮
内

庁
楽
師
の
上
明
彦
先
生
・
豊
英
秋
先
生
・
大
窪
永

夫
先
生
を
お
招
き
し
て
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

初
日
は
笙
・
篳
篥
・
龍
笛
の
各
管
に
分
か
れ
て

練
習
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
神
職
を
は
じ
め

各
神
社
で
の
伶
人
奉
仕
者
や
日
頃
よ
り
雅
楽
を
愛

で
る
方
な
ど
顔
ぶ
れ
は
様
々
で
す
が
、
立
場
は
違

え
ど
も
、
技
術
の
向
上
を
目
指
し
必
死
で
研
鑽
し

ま
し
た
。
二
日
目
は
合
奏
の
練
習
後
、
三
管
合
わ

せ
て
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
緊
張
の
中
演
奏
を

終
え
、
研
修
も
無
事
修
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
で
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
ご

各
研
修
会
報
告

教
養
研
修
会�

教
化
委
員
会

雅
楽
研
修
会�

祭
祀
委
員
会
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尽
力
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
の
先
生
方
、
県
内
講
師

先
生
方
さ
ら
に
先
輩
諸
兄
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

八
月
三・
四・
五
日
、
神
社
庁
に
於
い
て
浦
安
の

舞
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
の
受
講
者
は

各
地
の
指
導
者
と
神
社
で
奉
職
す
る
巫
女
に
限
定

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
中
長
期
的
に
浦

安
の
舞
に
携
わ
る
者
は
こ
の
研
修
会
で
よ
り
正
し

い
舞
を
習
得
し
て
、
各
地
域
で
舞
を
奉
納
す
る
舞

姫
に
正
し
く
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。
年
齢
別
に
班
分
け
を
せ
ず
、
受
講
者
全
員

で
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
、
充
実
し
た
研
修
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
年
度
内
に
二
回
目
の
研
修
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

八
月
三
十
日
、
神
社
庁
に
於
い
て
祭
祀
舞
「
豊

栄
舞
」
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
別
表
神

社
に
奉
仕
す
る
巫
女
を
中
心
に
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
少
人
数
の
研
修
で
、
講
師
の
瀧
澤
け
い
子

先
生
の
熱
心
な
指
導
が
受
講
者
の
細
部
ま
で
行
き

届
き
、
緊
張
感
の
あ
る
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
研
修
を
日
々
の
ご
奉
仕
に
活
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
朝
日
舞
」

研
修
会
も
企

画
し
ま
し
た

が
、
今
回
は

受
講
者
が
無

く
中
止
と
な	

り
ま
し
た
。

開
催
時
期
が

例
年
よ
り

一
ヶ
月
遅
れ	

た
こ
と
が
原

因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま

す
が
、
今
後

祭
祀
委
員
会

で
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

浦
安
の
舞
研
修
会�

祭
祀
委
員
会

祭
祀
舞
研
修
会�

祭
祀
委
員
会
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終
戦
の
日
を
控
え
た
八
月
八
・
九
日
に
県
内
中

高
生
を
対
象
と
し
た
「
靖
國
神
社
参
拝
旅
行
」
に

武

美
登
教
化
部
長
を
始
め
引
率
を
務
め
る
青
対

委
員
と
と
も
に
総
勢
四
十
二
名
で
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

バ
ス
は
南
信
か
ら
出
発
し
て
、
乗
車
が
最
後
と

な
る
東
信
の
参
加
者
を
乗
せ
、
一
路
関
越
道
を
進

み
都
内
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

途
中
渋
滞
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皇
居
近
く
で
昼

食
を
と
っ
た
あ
と
本
研
修
旅
行
の
目
的
地
で
あ
る

「
靖
國
神
社
」
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
一
年
目
を
迎
え
今
日
の
日
本
の
平
和

と
繁
栄
が
あ
る
の
は
、
先
の
大
戦
を
始
め
国
難
に

殉
じ
ら
れ
た
方
々
が
基
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

坂
明
夫
権
宮
司
よ
り
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
正
式

参
拝
を
行
い
御
英
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。
遊
就
館
で
は
細
や
か
な
説
明
を

受
け
、
靖
國
神
社
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

途
中
お
台
場
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
夕
食

を
済
ま
せ
、
宿
泊
す
る
浦
安
の
ホ
テ
ル
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
シ
ー
を
満
喫
し
、

中
央
道
経
由
で
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
両
日
と
も

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
中
高
生
も
御
英
霊

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
学
び
充
実
し
た
研
修
旅
行

で
し
た
。

青
少
年
対
策
推
進
委
員
会

　副
委
員
長

　片
山

　求

第
十
六
回
靖
國
神
社
参
拝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ツ
ア
ー

第
十
六
回
靖
國
神
社
参
拝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ツ
ア
ー
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昨
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
大
町
市
出
身
の

奥
原
希
望
選
手
に
お
か
れ
て
は
、
昨
年
八

月
二
十
九
日
に
出
身
地
の
一
本
木
神
社

（
平
林
秀
文
宮
司
）へ
報
告
と
御
礼
の
参
拝

を
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
原
選
手
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
前
に
も
必

勝
祈
願
の
参
拝

を
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
度
見
事
に

銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

奥 

原 

希 

望 

選 

手 

参 

拝

　
靖
國
神
社
を
参
拝
し
て
感
じ
た
事
な
ど
、
参
拝
し
た
生
徒
の
方
に
作
文
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

靖
國
神
社
に
つ
い
て

�

御
代
田
町
　
中
学
二
年
生

　

私
は
靖
國
神
社
が
太
平
洋
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
た
く
さ
ん
の
方
々
が
眠
っ
て
い
る
場
所
な
ん

て
こ
と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
靖
國
神
社
の
話
を
聞
い
て
か

ら
、
楽
し
み
で
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

靖
國
神
社
の
最
初
の
大
き
な
鳥
居
を
く
ぐ
っ

て
か
ら
、
東
京
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
景
色
が
広

が
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
て
す
ご
く
き
れ
い
で

し
た
。
参
拝
す
る
時
は
、
何
を
す
る
の
か
と
て

も
心
配
で
緊
張
し
ま
し
た
。
手
水
や
参
拝
な
ど

常
識
な
事
で
す
が
、
改
め
て
（
初
め
て
）
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

遊
就
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
フ
ロ
ア
が
あ
っ

て
た
く
さ
ん
の
展
示
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
私
の
心
に
残
っ
た
の
は
、
結
婚
す
る

前
に
特
攻
隊
の
英
霊
た
ち
は
死
ん
で
し
ま
っ
た

た
め
に
、
家
族
が
靖
國
神
社
に
花
嫁
人
形
を
届

け
た
こ
と
で
す
。
特
攻
隊
の
英
霊
達
も
結
婚
は

し
た
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
と
て
も
か
わ
い
そ
う

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
時
使
わ
れ
て
い
た
も
の
な
ど
が
た
く
さ
ん

展
示
さ
れ
て
い
て
と
て
も
い
い
経
験
を
し
ま
し

た
。

　

バ
ス
内
の
ビ
デ
オ
で
も
い
っ
て
い
た
と
お

り
、
国
の
た
め
に
命
ま
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
英

霊
の
が
ん
ば
り
を
、
今
の
私
た
ち
が
忘
れ
ず
に
、

未
来
（
後
世
）
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、

今
回
の
参
拝
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

靖 

國 

神 

社

�

安
曇
野
市
　
中
学
三
年
生

　

私
は
夏
休
み
前
の
社
会
の
授
業
で
ち
ょ
う
ど

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
学
習

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
映
画
『
永
遠
の
０
』

を
み
て
特
攻
隊
の
こ
と
や
そ
の
時
の
様
子
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
日
、
遊
就
館
で
特
攻
機
や
特
攻
隊

の
人
が
着
て
い
た
服
な
ど
を
見
て
当
時
の
様
子

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

特
攻
隊
の
人
々
は
自
ら
の
命
を
国
を
守
た
め

に
捨
て
て
戦
闘
機
に
の
り
、
相
手
の
船
や
飛
行

機
に
突
っ
込
ん
で
爆
発
し
て
い
て
本
当
に
勇
気

が
あ
る
行
動
だ
と
思
っ
た
。

　

戦
争
で
何
千
万
人
も
の
人
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
し
、
国
を
守
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が

亡
く
な
っ
た
り
、
無
差
別
で
亡
く
な
る
人
が
多

く
て
、
と
て
も
そ
の
当
時
は
悲
し
い
こ
と
が
多

か
っ
た
と
思
う
、
そ
う
い
う
歴
史
が
あ
っ
て
今

の
自
分
た
ち
が
平
和
に
過
ご
せ
て
い
る
ん
だ
と

改
め
て
感
じ
た
。
今
も
戦
争
が
い
つ
お
こ
る
か

分
か
ら
な
い
け
ど
、
自
分
が
十
五
年
間
生
き
て

き
て
、
こ
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
生
活
が
日
々

送
れ
る
の
は
、
国
を
守
る
た
め
に
必
死
に
戦
っ

て
く
れ
た
方
々
の
お
か
げ
な
の
で
大
事
に
生
き

て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

�

［
写
真
提
供　

大
糸
タ
イ
ム
ス（
株
）］
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祭
り
は
私
達
の
先
祖
、
祖
父
母
の
時
代
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
習
慣
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
目
を
地
域
の
人
が
分
け
合
っ
て
、
そ
の
形
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
毎
回
執
り
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
で
す
か
ら
総
代
と
し
て
、
そ
の
「
持
ち
分
け
合

う
こ
こ
ろ
」
を
大
切
に
す
べ
き
も
の
で
す
。
祭
礼
は
さ

ま
ざ
ま
な
必
要
な
御
品
を
供
え
簡
素
で
あ
っ
て
も
し
っ

か
り
と
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
氏
子
崇
敬
者
の

皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
相
談
し
な
が
ら
持
ち
寄

る
、
そ
ん
な
「
持
ち
寄
り
の
こ
こ
ろ
」
を
ま
と
め
る
こ

と
も
大
事
な
仕
事
で
す
。
特
に
境
内
地
は
神
事
を
始
め

い
ろ
い
ろ
な
神し
ん
し
ん
ぎ
ょ
う
じ

賑
行
事
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
そ
の
た

め
広
狭
に
か
か
わ
ら
ず
神
霊
の
鎮
ま
り
ま
す
聖
域
と
し

て
常
に
森し
ん
げ
ん厳
か
つ
清
浄
に
留
意
す
る
事
が
大
切
で
す
。

◇
祭
典
準
備
の
心
得

　

神
社
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
の
祈
り
の
場
で
あ

り
、
神
霊
の
坐
す
社
殿
が

あ
り
、
日
常
の
祭
祀
が
今

日
も
連
綿
と
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
祭
祀
に
は
、
氏

子
全
員
の
祈
り
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
総
代
は
、

祭
祀
に
奉
仕
す
る
に
あ
た

り
、
そ
の
由
来
や
伝
統
を

十
分
に
理
解
し
、
そ
の
準

備
に
は
一
つ
の
漏
れ
も
な
い
よ
う
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
祭
典
で
の
具
体
的
な
注
意
例
を
掲
げ
ま
す
。

○�

祭
典
に
必
要
な
、
祭さ
い
き
ぐ
器
具
、
神し
ん
せ
ん饌
、
玉た
ま
ぐ
し串
等
の
準
備・

確
認
を
す
る
。

○�

参
列
者
の
受
付
と
、
祭
典
ま
で
の
待
ち
合
わ
せ
等
の

指
示
を
す
る
。

○�

祭
典
中
は
、
他
の
参
拝
者
が
静
寂
を
心
掛
け
る
よ
う

注
意
を
払
う
。

○
直な
お
ら
い会の
準
備
を
す
る
。

◇
地
元
と
の
連
絡
の
心
得

　

総
代
は
、
神
社
で
奉
仕
す
る
上
に
お
い
て
は
神
職
の

補
佐
に
徹
し
、
日
常
に
お
い
て
は
、
総
代
は
氏
子
の
代

表
で
あ
り
、
氏
子
の
手
本
で
も
あ
る
よ
う
神
社
を
中
心

と
し
た
信
仰
生
活
を
送
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
神
社

の
宗
教
面
に
お
い
て
総
代
の
担
う
役
割
は
大
き
く
、
総

代
一
人
一
人
の
神
社
に
対
す
る
姿
勢
が
各
氏
子
の
教
化

に
つ
な
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
へ
の
働
き
か
け
と
し
て
は
、
地
域
生
活

と
神
社
の
関
わ
り
を
手
助
け
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
神
社
は
そ
の
地
域
の
共
存
共
栄
を
祈
る
場
で
す
。

よ
っ
て
多
く
の
人
が
自
然
と
神
社
に
参
拝
し
、
神
社
中

心
の
生
活
を
送
る
よ
う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
実
践
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

①�

将
来
の
神
社
運
営
の
基
礎
と
な
る
幼
児
・
青
少
年
ま

た
女
性
が
、
敬
神
の
意
識
を
高
め
る
た
め
と
と
も
に

神
社
に
近
づ
き
や
す
い
よ
う
図
る
こ
と
。
更
に
神
社

子
供
会
・
敬
老
会
等
の
組
織
を
つ
く
る
こ
と
を
す
す

め
、神
社
を
中
心
と
し
た
生
活
意
識
を
高
め
る
こ
と
。

②�

神
社
は
地
域
共
同
生
活
上
の
誓
い
の
場
で
あ
り
、
祈

願
・
感
謝
の
場
で
あ
る
の
で
、
地
域
社
会
の
親
睦
の

た
め
に
す
る
集
会
や
諸
行
事
（
品
評
会
、
競
技
会
、

芸
能
会
等
）
は
神
社
を
中
心
に
行
う
よ
う
働
き
か
け

る
こ
と
。

③�

氏
子
地
域
内
の
年
中
行
事
及
び
氏
子
の
人
生
儀
礼

（
安
産
祈
願・初
宮
詣・七
五
三
祝・入
学
祝・卒
業
祝・

成
人
式
・
就
職
祝
・
結
婚
式
・
開
業
式
・
厄
除
・
賀

寿
の
祝
等
）
及
び
地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
神
葬
祭
あ
る

い
は
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全
祈
願
の
主

旨
を
十
分
説
明
し
そ
の
定
着
を
図
る
こ
と
。

　

神
社
の
役
員
、
総
代
の
皆
さ
ん
は
、
全
国
神
社
総
代

会
が
出
し
て
い
る
「
改
訂　

神
社
役
員
、
総
代
必
携
」

手
帳
型
か
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
お
や
し
ろ
を
支
え
る
人
々

　

神
社
：
責
任
役
員
・
氏
子
総
代
の
つ
と
め
」
を
必
ず

一
読
し
て
欲
し
い
。
担
当
の
宮
司
及
び
支
部
に
言
っ
て

も
ら
え
ば
、
手
に
入
り
ま
す
。

元
教
化
部
祭
祀
委
員

　髙
橋

　穣

総
代
の
心
得

神
社
の
い
ろ
は
❻

神
社
の
い
ろ
は
❻

参
考
資
料
　「
改
訂
　
神
社
役
員
、
総
代
必
携
」

　
　
　
　
　「
神
社
庁
　
総
代
用
資
料
」
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聖
壽
万
歳

聖
壽
万
歳

神
道
を
考
え
る 

そ
の
⑥

教
化
講
師

　山
崎

　洋
文

　

上
棟
祭
の
時
、
棟
を
打
ち
込
む
槌
打
ち
の
儀
の

時
に
唱
え
る
言
葉
に
「
セ
ン
ザ
イ
ト
ウ
」「
マ
ン

ザ
イ
ト
ウ
」「
エ
イ
エ
イ
ト
ウ
」と
い
う
の
が
あ
る
。

漢
字
で
記
す
と
、
千
歳
棟
、
万
歳
棟
、
永
永
棟
と

な
る
。
建
て
る
家
が
、
永
遠
に
栄
え
ま
す
よ
う
に

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

神
葬
祭
に
斎
主
が
奉
読
す
る
し
の
び
ご
と
の
な

か
に
も
、
み
た
ま
に
長
生
き
し
て
欲
し
か
っ
た
と

述
べ
る
言
葉
に
「
千
歳
も
か
も
萬
代
か
も
と
思
い

頼
み
て
あ
り
し
を
」
と
い
う
の
も
あ
る
。

　

結
婚
式
の
掛
軸
の
高
砂
の
じ
じ
ば
ば
の
隣
に
は

鶴
亀
が
描
か
れ
、
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
と
そ
の

寿
命
の
長
さ
を
め
で
、
そ
れ
に
あ
や
か
ろ
う
と
し

て
い
る
。

　

神
前
の
装
束
品
に
萬
歳
幡
が
あ
る
よ
う
に
、
萬

は
、
永
遠
と
い
う
意
味
を
持
ち
絶
え
る
こ
と
の
な

い
繁
栄
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

神
道
の
大
切
な
思
想
の
な
か
に
は
、
天
壌
無
窮

の
神
勅
に
あ
る
よ
う
に
、
人
の
寿
命
は
有
限
で

あ
っ
て
も
、
一
家
、
一
族
、
地
域
、
国
家
が
永
遠

に
栄
え
ま
す
よ
う
に
と
い
う
現
世
利
益
の
願
い
が

強
い
。
来
世
と
い
う
死
後
の
世
界
に
重
き
を
置
く

仏
教
な
ど
他
の
宗
教
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

な
お
、
漢
字
の
音
読
み
に
は
、
漢
音
と
呉
音
が

あ
る
。
万
・
萬
は
漢
音
で
バ
ン
、
呉
音
で
マ
ン
。

歳
は
漢
音
で
セ
イ
、
呉
音
で
は
サ
イ
と
な
る
の
で
、

万
歳
は
漢
音
で
は
、
バ
ン
セ
イ
。
呉
音
で
は
、
マ

ン
サ
イ
と
な
る
。
朝
鮮
で
は
マ
ン
セ
ー
と
発
音
し

て
お
り
、
バ
ン
ザ
イ
と
い
う
発
音
は
日
本
独
特
の

も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
正
月
に
門
々
を
祝
福
し
て

歩
い
た
芸
人
の
三ミ
カ
ワ
マ
ン
ザ
イ

河
万
歳
は
、
漫
才
の
原
語
と
な

る
。

　

バ
ン
ザ
イ
と
は
、
聖
壽
万
歳
（
天
皇
陛
下
万
歳
）

そ
の
も
の
を
さ
し
、
明
治
憲
法
下
で
は
、
主
権
者

あ
る
天
皇
陛
下
の
、
現
憲
法
下
で
は
、
主
権
者
で

あ
る
国
民
の
象
徴
と
し
て
の
天
皇
陛
下
、
し
い
て

は
、
こ
の
日
本
国
家
の
永
遠
の
栄
を
祈
る
言
葉
で

あ
る
。

　

両
手
を
高
く
あ
げ
て
万

歳
と
叫
ぶ
風
習
は
、
案

外
新
し
く
、
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
女
王
を
称
え
る

言
葉
に
、LO

N
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女
王
陛
下
万
歳

に
匹
敵
す
る
言
葉
と
し
て

明
治
二
十
二
年
に
考
案
さ

れ
、
発
音
も
バ
ン
ザ
イ
に

統
一
さ
れ
た
。
類
似
の
も

の
に
「
弥
栄
」
が
あ
る
。

　

万
歳
に
は
二
つ
の
悲
劇

が
あ
る
。
一
つ
目
の
悲
劇
は
両
手
を
上
に
あ
げ
る

所
作
で
、
こ
の
形
は
両
手
に
武
器
を
持
っ
て
い
な

い
こ
と
を
敵
に
伝
え
る
降
参
を
表
す
。
ま
た
、
お

手
上
げ
状
態
を
表
し
て
し
ま
う
。
バ
ン
ザ
イ
を
こ

の
意
味
で
使
う
場
合
も
多
い
。
二
つ
目
の
悲
劇
は
、

日
の
丸
、
君
が
代
と
同
じ
で
、
大
東
亜
戦
争
の
時
、

死
を
前
に
し
た
兵
隊
が
、
自
分
亡
き
後
の
日
本
国

家
の
弥
栄
を
祈
っ
て
、
天
皇
陛
下
万
歳
を
叫
ん
だ

記
憶
が
深
く
、
戦
争
の
再
来
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

　

様
々
な
宴
会
は
、
乾
杯
で
始
ま
り
、
万
歳
で
閉

め
ら
れ
る
。
神
社
氏
子
総
代
会
は
、
神
社
の
会
議
、

支
部
の
大
会
、
県
の
大
会
、
ま
た
、
全
国
大
会
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
会
は
、
神
宮
遥
拝
、
君
が
代

斉
唱
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
に
始
ま
っ
て
、
聖

壽
万
歳
で
閉
じ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
本
庁
、

神
社
庁
、
支
部
支
会
み
な
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
庁
設
立
七
十
周
年
を
機
会
に
、
日
本
の
あ

る
べ
き
姿
を
し
み
じ
み
と
考
え
、
心
よ
り
の
聖
壽

万
歳
が
言
え
る
よ
う
思
い
を
馳
せ
る
べ
き
で
あ

る
。

　

一
年
の
中
で
、
一
番
大
事
な
例
祭
の
祝
詞
の
一

文
に
「
天
皇
の
大
御
代
を
手
長
の
御
代
の
厳
し
御

代
と
常
盤
に
堅
磐
に
（
す
め
ら
み
こ
と
の　

お
お

み
よ
を　

た
な
が
の
み
よ
の　

い
か
し
み
よ
と　

と
き
わ
に
か
き
わ
に
）」
と
い
う
く
だ
り
は
、
聖

壽
万
歳
の
意
味
で
あ
り
、
全
て
の
宮
司
が
奏
上
し

て
い
る
。
お
祭
り
の
時
に
注
意
し
て
き
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

聖壽万歳
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○
若
宮
神
社
（
下
諏
訪
町
若
宮
下
鎮
座
）

宮
司
　
宮
坂
　
清

拝
殿
御
造
営

造
営
費
　
七
千
五
百
万
円

　

甲
州
道
、
鎌
倉
街
道
を
横
切
り
、
長
い
石
段
を

登
っ
た
森
の
中
に
鎮
座
す
る
、
諏
訪
郡
下
諏
訪
町

富
部
の
氏
神
若
宮
神
社
。
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
）

の
『
諸
神
勧
請
段
』
に
「
ト
ン
へ
ニ
鎮
守
」
と
み

え
る
古
社
で
あ
る
。

　

新
拝
殿
は
眼
下
に
氏
子
の
町
並
み
と
諏
訪
湖
が

広
が
る
景
勝
地
に
建
つ
。
大
正
三
年
築
の
旧
殿
は

更
に
百
段
上
に
あ
っ
た
。
築
後
百
年
に
あ
た
る
平

成
二
十
六
年
に
建
設
委
員
会
を
組
織
し
た
。
同

二
十
八
年
、御
柱
大
祭
の
佳
節
に
本
殿
移
設
、拝
殿
、

鳥
居
、
手
水
舎
、
燈
籠
、
狛
犬
な
ど
の
新
築
記
念

造
営
を
行
っ
た
。

　

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
三
井
親
和
揮
毫
の

御
神
号
額
を
は
じ
め
、
明
治
以
降
の
棟
札
が
明
ら

か
に
な
り
、
歴
史
の
変
遷
・
伝
統
の
重
み
を
実
感

し
た
。
境
内
は
神
気
横
溢
。

　

ま
た
造
営
を
記
念
し
て
拝
殿
御
造
営
記
念
誌
を

作
成
し
た
。

○
諏
訪
神
社
（
上
田
市
中
野
鎮
座
）

宮
司
　
工
藤
康
高

拝
殿
・
瑞
垣
改
築

造
営
費
　
　
　
　

一
千
五
百
万
円

　

明
治
二
十
年
に

建
て
ら
れ
た
拝
殿

は
経
年
に
よ
る
老

朽
が
ひ
ど
く
、
三

年
前
に
改
築
委
員

会
を
組
織
し
て
以

来
、
改
修
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め

て
き
た
が
、
こ
の

度
、
氏
子
を
は
じ

め
関
係
団
体
の
ご
協
力
を
得
て
、
九
月
の
例
祭
に

合
わ
せ
竣
工
式
を
執
り
行
っ
た
。

○
御
坂
山
神
社
　（
駒
ケ
根
市
中
沢
鎮
座
）

宮
司
　
今
井
　
泰

本
殿
覆
殿
改
築

造
営
費
　
一
千
四
百
万
円

　

明
治
四
十
一
年
、
茅
葺
き
三
社
殿
に
て
建
て
ら

れ
て
以
来
修
復
を
重
ね
て
来
た
が
、
覆
殿
の
老
朽

化
も
進
み
、
茅
の
調
達
困
難
、
氏
子
の
高
齢
化
で

作
業
の
困
難
な
ど
、
修
復
も
限
界
に
来
て
い
た
。

　

三
社
殿
を
一
棟
と
し
て
銅
板
葺
き
で
拝
殿
付
の

覆
殿
と
し
て
改
築
し
た
。
平
成
二
十
二
年
か
ら
の
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害
は
本
殿
・
拝
殿
・
神
楽
殿
・
境
内
社
他
の
全
壊

が
一
社
、
半
壊
が
四
社
、
社
殿
等
損
傷
が
十
四

社
、
そ
の
他
境
内
地
の
崩
落
、
建
物
・
玉
垣
・
燈

籠
・
鳥
居
等
の
損
傷
を
含
め
て
合
計
致
し
ま
す
と

二
十
八
社
で

被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

被
災
か
ら

二
年
が
過

ぎ
、
各
神
社

は
復
旧
工
事

が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、

一
部
の
神
社

で
は
未
だ
復

興
へ
の
道
程

は
依
然
と
し

て
厳
し
い
現

実
が
あ
り
ま

す
。
氏
子
の

篤
い
想
い
の

も
と
、
祭
事

を
続
け
な
が

ら
神
社
の
新

規
建
て
替
え

等
を
計
画
さ

れ
る
な
ど
課

題
は
山
積
み

で
す
。

月
々
の
積
立
金
や
特
別
寄
進
を
資
金
と
し
た
。

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
四
日
に
遷
座
祭
が
、

翌
日
に
は
例
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

○
社
宮
司
神
社
（
松
本
市
大
字
大
村
鎮
座
）

宮
司
　
中
村
敏
男

拝
殿
改
築

造
営
費
　
六
百
万
円

　

明
治
の
初
め
頃
に
建
て
ら
れ
た
拝
殿
は
、
老
朽

化
が
著
し
く
、
今
で
は
珍
し
い
萱
葺
き
の
屋
根
で

し
た
が
、
今
後
の
維
持
、
耐
震
を
考
慮
し
建
て
替

え
る
事
に
な
り
、
建
設
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
氏

子
崇
敬
者
の
浄
財
に
よ
り
工
事
が
始
ま
っ
た
。
以

前
の
拝
殿
よ
り
寸
法
的
に
大
き
く
な
り
、
屋
根
も

瓦
葺
き
に
な
っ
た
。
十
月
二
十
二
日
に
は
竣
工
清

祓
を
執
り
行
い
、
浦
安
の
舞
を
奉
奏
し
盛
大
に

祝
っ
た
。
永
く
氏
子
崇
敬
者
の
心
の
拠
り
処
と

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
。

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
に
発
生
し
た

神
城
断
層
地
震
に
よ
る
大
北
支
部
管
内
神
社
の
被

神
城
断
層
地
震
の

復
興
状
況�

大
北
支
部
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各
神
社
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
左
記
金
品
の
寄

附
者
に
対
し
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
誠
の
真
心
を
奉
納
頂
い
た
皆
様
に
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
支
部
名
・
神
社
名
・
鎮
座
地
・
授
与
の
理
由
・
氏
名
）
敬
称
略

［
上
高
井
支
部
］

　
　

邑
守
神
社
（
須
坂
市
）

　
　
　

神
社
整
備
事
業
に
多
額
の
浄
財

�

村
石
共
有
財
産
管
理
組
合

［
大
北
支
部
］

　
　

諏
訪
神
社
（
白
馬
村
）

　
　
　

曳
き
舞
台
新
設
に
多
額
の
浄
財

　
　
　
　

白
馬
観
光
開
発（
株
）

�

代
表
取
締
役
社
長　

髙
梨　

光

　
　

神
明
社
（
白
馬
村
）

　
　
　

災
害
復
旧
事
業
に
多
額
の
浄
財

　
　
　
　
（
株
）五
竜  

�

代
表
取
締
役
社
長　

伊
藤
英
喜

　
　

稲
荷
神
社
（
大
町
市
）

　
　
　

狛
狐
一
対
を
奉
納

�
中
村
石
材
店　

中
村
莊
司

　
　

八
王
子
神
社
（
大
町
市
）

　
　
　

幣
殿
・
拝
殿
に
畳
を
奉
納

� 


上
條
商
店　

上
條
健
一

　
　

津
賀
尾
神
社
（
池
田
町
）

　
　
　

拝
殿
修
理
に
多
額
の
浄
財�

山
崎
富
隆

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
斎
行

　

平
成
二
十
八
年
十
月
四
日
、
神
社
庁
神
殿
に
於

い
て
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭
を
斎
行
。
左
記

の
頒
布
優
秀
支
部
及
び
優
良
頒
布
奉
仕
者
に
対
す

る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。（
敬
称
略
）

神
宮
大
宮
司
表
彰

　
頒
布
優
秀
支
部

�

松
塩
筑
支
部

�
南
安
曇
支
部

　
頒
布
優
良
奉
仕
者

　
　
松
塩
筑
支
部　

建
部
社
宮
司�
林　
　

邦
匤

　
　
長
野
支
部　
　

大
田
神
社
禰
宜�

太
田　

秀
史

神
社
庁
長
表
彰

　
総
　
代

　
　
更
級
支
部　
　

布
制
神
社
総
代
会
長

�

前
坂　

一
雄

　
　
上
高
井
支
部　

旭
ヶ
丘
神
社
世
話
人

�

鈴
木　

五
十
自

平
成
二
十
八
年
七
月
〜

寄
附
者
顕
彰�

平
成
二
十
八
年
七
月
～

神
社
本
庁
統
理
感
謝
状�

三
百
万
円
以
上
寄
附

長
野
県
神
社
庁
長
感
謝
状�

三
十
五
万
円
以
上
寄
附

神　

社　

名

本
兼　

職
務

氏　

名

月　

日

支
部
名

昇
級
・
神
職
身
分
二
級
上

五
宮
神
社

宮
司

高
橋　

邦
衛

九・十

木　

曽

昇
級
・
神
職
身
分
二
級

矢
彦
神
社

宮
司

立
澤　

寿
江

九・十

上
伊
那

安
布
知
神
社

宮
司

林　
　

幸
男

九・十

飯　

伊

四
柱
神
社

権
禰
宜

藤
森　

睦
三

九・十

松
塩
筑

古
宮
神
社

禰
宜

越
志　

秀
徳
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平成27年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出決算書

平成27年度長野県神社庁歳入歳出決算書
歳入の部� （単位：円）

款 科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
1 幣 帛 幣 饌 料 755,400 750,000 5,400 神社本庁より
2 交 付 金 101,158,000 101,158,000 0 本庁交付金
3 負 担 金 31,906,862 32,125,000 △218,138 支部負担金、神社負担金、神職負担金、特別寄贈金
4 協 賛 金 6,210,000 6,160,000 50,000 特別協賛金、寄付金
5 財 産 収 入 44,750 50,000 △5,250 財産利子配当金
6 補 助 金 120,000 120,000 0 神社本庁より参事給与補助金
7 各 種 証 明 料 4,398,800 2,920,000 1,478,800 神職任命・登録料、承認料、各種手数料・証明料、階位授与交付金
8 諸 収 入 2,982,375 2,500,000 482,375 賽物収入、雑収入
9 管 理 費 収 入 450,000 450,000 0 庁舎管理費収入、関係団体管理費収入
10 過 年 度 収 入 444,400 200,000 244,400
11 繰 越 金 16,391,114 17,567,000 △1,175,886

合 計 164,861,701 164,000,000 861,701
歳出の部� （単位：円）
款 費　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
1 神宮神徳宣揚費交付金 47,864,147 47,861,387 2,760 支部を通じて各神社へ
2 幣 帛 幣 饌 料 8,272,944 8,250,000 22,944 別表及特別神社、本務・兼務神社、献幣使参向神社、幣饌料供進神社、献幣使・随員旅費等
3 会 議 費 4,650,444 4,500,000 150,444 会議旅費、諸費
4 庁 務 費 44,069,942 45,220,000 △1,150,058 神事費、儀礼費、役員報酬、諸給与及び福利厚生費、需要費、神社本庁70周年分担金、神社新報社70周年奉賛金
5 負 担 金 25,824,184 25,823,224 960 神社本庁へ
6 事 業 費 15,905,489 18,566,000 △2,660,511 大麻関係費、教化部費、庁報発行費、神社振興対策費、職員研修費、東海五県連合会費等
7 研 修 諸 費 145,908 200,000 △54,092 神社庁研修諸費
8 庁 舎 維 持 費 536,961 1,160,000 △623,039 修繕費、設備費、火災保険費
9 交 付 金 3,246,961 3,400,000 △153,039 神職会、総代会、災害慰藉特別会計各交付金
10 積 立 金 4,000,000 4,000,000 0 基本金積立金、役職員退職積立金、五県連合総会積立金、神道昂揚資金積立金等
11 補 助 金 50,000 50,000 0 時局対策費
12 予 備 費 0 4,969,389 △4,969,389

合 計 154,566,980 164,000,000 △9,433,020

歳入の部� （単位：円）
科　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明

１ 負 担 金 3,375,000 3,375,000 0 支部負担金、神職掛金
２ 繰 入 金 700,000 700,000 0 繰入金
３ 本 庁 見 舞 金 1,840,000 1,000 1,839,000 本庁見舞金88件分
４ 雑 収 入 1,823 1,000 823 雑収入
５ 繰 越 金 7,749,808 5,923,000 1,826,808 繰越金

合 計 13,666,631 10,000,000 3,666,631
歳出の部� （単位：円）

費　　目 決算額 予算額 比較増減△ 附記説明
１ 災 害 慰 藉 費 6,461,600 3,685,000 2,776,600 神社災害慰藉費、神社総代慰藉費、神職災害慰藉費
２ 神 職 掛 金 2,175,000 2,175,000 0 神職掛金積立金、神職掛金支払金
３ 本庁災害慰藉費 294,450 300,000 △5,550 災害対策資金
４ 運 営 費 9,710 60,000 △50,290 事務費、旅費、雑費
５ 予 備 費 0 3,780,000 △3,780,000

合 計 8,940,760 10,000,000 △ 1,059,240
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宜　

宮　

澤　

佳　

廣

駒
ヶ
根
市
赤
穂
鎮
座

大
宮
五
十
鈴
神
社

　

宮　
　

司　

白　

鳥　

俊　

明

　

祢　
　

宜　

白　

鳥　

操　

子

http://isuzu.jinja.jp/

塩
尻
市
北
小
野
鎮
座

小　

野　

神　

社

　

宮　
　

司　

宇
治
橋　
　
　

淳

　

祢　
　

宜　

宇
治
橋　

邦　

彦

　

総
代
会
長　

吉　

田　

明　

夫

松
本
市
村
井
町

神　
　

明　
　

宮

　

宮　
　

司　

永　

持　

は
な
子

　

祢　
　

宜　

宇
治
橋　

邦　

彦

　

権
祢
宜　

小　

穴　

真　

希

伊
那
市
御
園
区
鎮
座

白　
　

山　
　

社

　

宮　
　

司　

伊　

藤　

光　

宣

安
曇
野
市
穂
高
有
明
字
宮
城

彫
刻
で
名
高
き
裕
明
門

有　

明　

山　

神　

社

　

宮　
　

司　

等
々
力　
　
　

満

箕

輪

南

宮

神

社

　

宮　
　

司　

唐　

沢　

克　

忠

　

祢　
　

宜　

唐　

沢　

光　

忠

　

総
代
会
長　

木　

下　

正　

明

　

箕
輪
町
大
字
中
箕
輪
木
下
一
二
五
〇
〇

塩
尻
市
中
西
條
鎮
座

三
　

嶽
　

神
　

社

　

宮　
　

司　

宇
治
橋　

牧　

子

　

祢　
　

宜　

宇
治
橋　

克　

彦

　

権
祢
宜　

宇
治
橋　

邦　

彦

長
野
市
三
輪
鎮
座

美
　

和
　

神
　

社

　

宮　
　

司　

齋　

藤　

吉　

睦

　

権
祢
宜　

矢　

澤　

龍　

一

長
野
市
大
町
鎮
座

長
　

沼
　

神
　

社

　

宮　
　

司　

長　

沼　

忠　

行

　

祢　
　

宜　

長　

沼　

房　

子

　

権
祢
宜　

長　

沼　

誠　

一

長
野
市
松
代
町
皆
神
山

熊
野
出
速
雄
神
社

　
　
（
皆　

神　

神　

社
）

　

宮　
　

司　

武　

　

美　

登

　
　
　
　
　
　

外
職
員
一
同

奥
州
一
之
宮
鹽
竈
神
社
御
分
社

鹽　
　

竈　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

大　

澤　

明　

三

　

祢　
　

宜　

大　

澤　

節　

子

　

総
代
会
長　

青　

木　

三　

治

上
伊
那
郡
南
箕
輪
村

　

殿
村
八　

幡　

宮

　

宮　
　

司　

唐　

沢　

克　

忠

　

祢　
　

宜　

唐　

沢　

光　

忠

　

総
代
会
長　

原　
　
　

幸　

雄

東
筑
摩
郡
麻
績
村
麻
鎮
座

重
要
文
化
財

麻

績

神

明

宮

　

宮　
　

司　

山　

崎　

洋　

文

　

役
員
会
長　

依　

田　

政　

人

長
野
市
松
代
町
鎮
座

象　

山　

神　

社

　

宮　
　

司　

瀧　

澤　
　
　

基

　

祢　
　

宜　

瀧　

澤　

け
い
子

　

権
祢
宜　

瀧　

澤　

理　

恵
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長
野
市
戸
隠
鎮
座

矢　

本　

八　

幡　

宮

　

宮　
　

司　

宮　

川　

和　

工

　

祢　
　

宜　

宮　

川　

英　

士

　

主
任
総
代　

小　

池　

忠　

平

飯
山
市
五
束
鎮
座

　
（
国
重
文
若
宮
八
幡
社
）

健
御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社

　

宮　
　

司　

髙　

橋　
　
　

勸

　

祢　
　

宜　

髙　

橋　
　
　

穣

　

総
代
会
長　

水　

野　

晴　

光

佐
久
市
臼
田
鎮
座

稲　
　

荷　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

伴　

野　

健　

一

　

総
代
会
長　

久　
　
　

義　

重

木
曽
郡
南
木
曽
町
田
立
鎮
座

県
文
化
財
花
馬
祭
り

五　

 

宮　

 

神　

 

社

　

宮　
　

司　

髙　

橋　

邦　

衛

佐
久
市
鎮
座

平　
　

賀　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

小
間
澤　
　
　

肇

　

祢　
　

宜　

小
間
澤　

貴　

子

　

総
代
会
長　

高　

橋　
　
　

登

木
曽
郡
上
松
町

諏　
　

訪　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

徳　

原　

正　

三

神
社
庁
松
塩
筑
支
部

　

支 

部 

長　

山　

崎　

洋　

文

　

副
支
部
長　

大
和
田　

賢　

一

　

副
支
部
長　

林　
　
　

邦　

匤

木
曽
郡
上
松
町

駒　
　

嶽　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

徳　

原　

正　

三

千
曲
市
若
宮
鎮
座

佐 

良 

志 

奈 

神 

社

　

宮　
　

司　

豊　

城　

憲　

和

　

主
任
総
代　

高　

橋　

繁　

夫

　
　
　
　
　
　

外
役
員
一
同

上
高
井
郡
小
布
施
町
鎮
座

逢　
　

瀬　
　

神　
　

社

　

宮　
　

司　

久
保
田　

守　

彦

東
筑
摩
郡
筑
北
村
坂
北
鎮
座

無
形
文
化
財
お
田
植
祭
り

刈 

谷 
澤 
神 

明 

宮

　

宮　
　

司　

山　

崎　

洋　

文

　

総
代
会
長　

神
田
林　

政　

穂

大
町
市
常
盤
西
山
鎮
座

八 

王 

子 

神 

社

　

宮　
　

司　

平　

林　

秀　

文

　

権
祢
宜　

横　

澤　

敬
太
郎

飯
田
市
山
本
鎮
座

七　

久　

里　

神　

社

　

宮　
　

司　

近　

藤　

政　

彰

長
野
市
中
条
鎮
座

式
内	

皇
足
穂
命
神
社

	

諏

訪

社

合

殿

　

宮　
　

司　

宮　

下　

俊　

樹

　

総
代
長　

宮　

下　
　
　

甲
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「第22回　子供参宮団」
大好評につき本年度も開催決定！

「第22回　子供参宮団」「第22回　子供参宮団」「第22回　子供参宮団」
実施期間　平成２9年３月23～２4日（１泊２日）　

伊勢の神宮と
名古屋港水族館の旅
伊勢の神宮と
名古屋港水族館の旅

伊勢の神宮は私たちが生きて行く上で欠かすことのできない、太陽を象
徴する「天照大御神」様をお祀りする内宮と食物を司る「豊受大神」様をお
祀りする外宮、全部で１２５社で成り立っていて、大昔から日本人がとても
大切にしてきた尊い神社です。ここでお参りをして舞を見学します。
神宮のすぐおとなり、昔からお参りにきた人をもてなしているおはらい町
を散策しよう！
名古屋港水族館では、楽しく学べるイベントがたくさん用意されているよ。

お問い合せ　長野県神社庁教化部　　電話 ０２６（２３２）３３５５　　FAX ０２６（２３３）２７２０

（６: ００～８:００）県内各地を出発
 １3:0０  昼食（車内弁当）
 １４:００  内宮　御垣内特別参拝・御神楽奉納・写真撮影
 １６:0０  おかげ横丁　おはらい町散策　お買い物
 １７:３０  神宮会館
   夕食・講話・まとめ・宿泊

日　程　参加者には詳細パンフレットをお送りします。

 

ご
家
族
の
皆
様
へ…

  

　
伊
勢
の
神
宮
は
正
式
名
称
は
単
に「
神
宮
」と
いい
、二
千
余
年
の

歴
史
と
特
別
な
由
緒
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、二
十
年
に
一
度
の
遷
宮
を

通
じ
建
築
物
や
御
神
宝
な
ど
に
使
わ
れ
る
日
本
古
来
の
技
術
や
製

法
を
現
在
、未
来
へ
と
伝
え
る
役
割
を
担
う
世
界
的
に
も
希
有
な
場

所
で
す
。

　
こ
の
旅
行
で
は
神
宮
へ
の
参
拝
を
通
じ
て
、日
本
人
の
培
っ
て
き
た

「
感
謝
」と「
崇
敬
」の
念
を
体
感
し
、伝
承
文
化
に
触
れ
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
許
可
を
得
な
け
れ
ば
入
る
こ
と
の
で
き

な
い
御
垣
内
参
拝
で
は
正
装
に
て
心
を
引
き
締
め
て
臨
み
、
御
神
楽

奉
納
で
は
古
来
よ
り
の
舞
を
拝
観
す
る
こ
と
は
お
子
さ
ま
に
と
っ
て

も
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
全
行
程
に
教
化
部
の
神
職
が
同
行
し
、楽
し
く
意
義
あ
る
旅
行
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ご
友
人
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
春
休

み
の
良
い
思
い
出
作
り
と
し
て
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

春休みの楽しい思い出をつくろう！

23日

 ７:００ 神宮会館　朝食
 ８:２０ 神宮会館発
 ８:３0 外宮自由参拝
 ９:35 夫婦岩（二見ヶ浦）
 １２:００ 名古屋港水族館　
 １５:３０ 同所発　夕食（車内軽食）

（１９:3０～２1:3０）県内各所に帰着

２4日

＊都合により行程が変更になる場合もございます。

平成２９年３月２３日（木）～２４日（金）
中学生以下（小学３年生以下は保護者同伴にて参加いただきます）
１２０名
子供１名　１８，０００円　　　　同伴保護者１名　２０，０００円
往復バス代・１泊５食・参拝玉串料・施設入場料など全て含みます。
朝１回、昼２回、夜２回
神宮会館（伊勢神宮崇敬会が運営するホテルです）
伊勢市宇治中之切町１５２　電話０５９６（２４）７１６２
平成２９年１月３１日（第一次締切）
平成２９年２月２０日（最終締切）

（定員になり次第閉切らせていただきますのでお早めにどうぞ）
地元の神職にお申し込み下さい。
尚、集合場所等詳細は平成２９年３月１0日頃に発送します。

《 開 催 日 》 
《対 　象》 
《募集人員》
《旅行代金》

《食　　事》 
《宿　　泊》

《申込期限》 

《 申 込 先 》

写真提供／名古屋港水族館 写真提供／（公社）三重県観光連盟
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